
 

 

 

〔第一

問１  

 ⑴（1

１．収

内

❶は

又は

２．収

内

その

して

条４

３．み

内

にお

の販

度の

４．収

１

項を

べき

５．非

原

益又

譲渡

8 月 20

得点

一問〕 

2点） 

収益の額の益金

国法人の資産

は、別段の定め

は役務の提供の

収益の額の益金

国法人が、資

の契約の効力が

経理❶した場

項を除く。）

みなし経理の

内国法人が資

おいて、その

販売等に係る

の確定した決

収益の額の測

．又は２．

を除く。）が

き対価の額❶

非適格現物分

原則による収

又は剰余金の

渡に係る収益

日(金) 2

点すべき箇

第

解答は弊社

金算入時期 

産の販売若し

め（法22条４

の日❶の属す

金算入時期の

資産の販売等に

が生ずる日そ

場合には、１

）があるもの

の特例 

産の販売等

資産の販売等

収益の額の益

算において収

測定 

の規定によ

があるものを

❶相当額とす

分配等の収益

益の額のう

分配及び残

益の額を含む❶

20:00 より

箇所、合格

第71回税理士試

社独自の見解に基

しくは譲渡又

４項を除く。）

する事業年度

の経理の特例

に係る収益の

その他の１．の

．にかかわ

のを除き、そ

を行った場合

等に係る２．

益金算入に関

収益として経

りその事業年

除き、その資

る。 

の額 

ち無償による

余財産の分配

❶ものとする

り解答速報

格ラインの

試験 法人税

基づき作成するも

は役務の提供

があるもの

の益金の額に

の額につき一

の日の近接日

らず、その資

の事業年度の

合（１．又は

．の規定の近

関する申告の

経理したもの

年度の益金の

資産の引渡し

る資産の譲渡

配又は引渡し

る。（その他

報会を LIV

の目安など

法解答速報

もので、主催者

また、解

供（以下「資

のを除き❶、そ

に算入❶する

一般に公正妥当

❶の属する事

資産の販売等

の益金の額に

は２．により

近接日の属す

の記載❶があ

のとみなして

の額に算入す

し時の価額又

渡に係る収益

しその他これ

他、貸倒れ等

E 配信で

ど一挙公開

第１版(2021年

の解答を保証す

答は予告なく変

資産の販売等」

その資産の販

る。 

当と認められ

事業年度の確

等に係る収益の

に算入する。 

り収益として

する事業年度

あるときは、

て❶、２．の

する金額❶は

又はその提供

益の額❶は、

れらに類する

等の可能性が

無断

実施！！

開！！ 

年 8 月20日 13

するものではあり

変更することがあ

」という。）

販売等に係る

れる会計処理

確定した決算

の額は、別段

て経理した場

度の確定申告

その額につ

の規定を適用

は、別段の定

供をした役務

金銭以外の

る行為として

がある場合）

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

3:00現在) 

りません。 

あります。 

に係る収益の

目的物の引渡

の基準に従っ

において収益

段の定め（法

場合を除く。

告書にその資

つきその事業

用する。 

定め（法22条

務につき通常

の資産による

ての資産の

 

の額

渡し

って

益と

法22 

）

資産

業年

条４

常得

る利 



 

 

 

 ⑵（８

 機械

る事業

の販売

てその

収益計

令和３

 一方

該当す

属する

引にあ

約した

の日❶

円の収

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

８点） 

械装置の販売に

業年度となる。

売に係る契約の

の収益計上を行

計上しているた

年３月期に計

方、保守サービ

する。役務の提

事業年度の益

あってはその目

役務の全部を

❶となる。その

収益❶を計上

日(金) 2

点すべき箇

に係る益金の

。その引渡し

の内容等に応

行うこととし

ため、本問にお

計上すること

ビスについて

提供の場合の

益金の額に算

目的物の全部

を完了した日

のため、本問

することにな

20:00 より

箇所、合格

の額に算入すべ

し日は、出荷日

応じその引渡

している日❶

おいては、令

とになる。

ては、役務の提

の益金の額に算

算入する。その

部を完成し相

日）までの期間

においては、

なる。 

り解答速報

格ラインの

べき収益の計

日、検収日又

しの日として

によるものと

和３年３月3

提供であり、

算入すべき収

の場合は、履

手方に引き渡

間において履

、令和４年３

報会を LIV

の目安など

計上時期は、

又は使用収益

て合理的であ

とされている

30日に10,000

履行義務が一

収益の計上時

履行着手日か

渡した日、物の

履行義務が充足

月期に1,200

E 配信で

ど一挙公開

棚卸資産の販

日等、当該棚

あると認められ

る。Ａ社は従来

0,000円の収益

一定の期間に

期は、原則と

ら引渡し等の

の引渡しを要

足されていく

0,000円❶、令

無断

実施！！

開！！ 

販売のため、

棚卸資産の種

れる日のうち

来より相手方

益を計上❶す

にわたり充足

として、役務

の日（物の引

要しない取引

くそれぞれの

令和５年３月

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

引渡日❶の属

種類及び性質、

ち法人が継続

が検収した日

することにな

されるもの❶

の提供の日❶

渡しを要する

にあってはそ

日が役務の提

月期に1,200,

属す

、そ

続し 

日に

なり、

❶に

❶の

る取

その

提供

000



 

 

 

 ⑶（５

 時短

した

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

５点） 

短要請の協力金

がって、本問

日(金) 2

点すべき箇

金については

問の場合は、

20:00 より

箇所、合格

は、支給が確

令和３年２

 

り解答速報

格ラインの

定するその支

月25日❶に1

報会を LIV

の目安など

支給決定があ

00万円は益金

E 配信で

ど一挙公開

あった日に益金

金の額に算入

無断

実施！！

開！！ 

金❷に計上す

入❷する。 

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

することにななる。



 

 

 

問２ 

 ⑴（８

Ｅ社

用のう

払費用

均等

き、そ

の損金

した

ている

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

８点） 

社が行った製品

ち支出の効果

を除く。）は

等償却を行う繰

の支出日の属

金の額に算入❶

がって、本問

ため、その全

日(金) 2

点すべき箇

品ａの贈与は

果が支出日以

は、均等償却

繰延資産とな

属する事業年

❶する。 

問の広告宣伝

全額が損金の

20:00 より

箇所、合格

は、広告宣伝用

以後１年以上

却を行う繰延

なる費用を支

年度において損

伝用資産の贈

の額に算入❷

 

り解答速報

格ラインの

用資産の贈与

に及ぶもの❶

資産に該当❶

出する場合に

損金経理❶を

与費は20万円

される。 

報会を LIV

の目安など

与である。広告

❶（資産の取得

❶する。 

において、そ

をしたときは

円未満の15万

E 配信で

ど一挙公開

告宣伝用資産

得に要した金

その支出金額が

は、その経理

万円❶であり、

無断

実施！！

開！！ 

産の贈与で法

金額とされる

が20万円未満

した金額は、

、雑費として

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

人が支出する

べき費用及び

満❶のものに

その事業年

て損金経理し

る費

び前

につ 

年度 

 



 

 

 

 ⑵（５

本問

社にと

の費用

れる。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

５点） 

問の食品の提供

って、実質的

❶として取り

 

日(金) 2

点すべき箇

供は、社内ル

的に商品の廃

り扱うことが

 

20:00 より

箇所、合格

ルール等に従っ

廃棄処理の一環

ができ、その提

り解答速報

格ラインの

って廃棄予定

環で行われる

提供に要する

報会を LIV

の目安など

定の食品をフ

る取引❶であ

る費用450,00

E 配信で

ど一挙公開

ードバンクが

ることなどに

00円❶は、提

無断

実施！！

開！！ 

が回収❶する

に該当するた

提供時の損金

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

るものであり、

ため、寄附金以

の額に算入❶

 

、Ｅ

以外

❶さ



 

 

 

 

 ⑶（1

１ 概

本

該当

❷と

２ 貸

債

めら

とし

いほ

  ま

確で

し

３ 寄

寄

銭そ

福利

時の

し

４ 寄

法

入の

生じ

価額

 

8 月 20

得点

2点） 

概要 

本問売掛債権の

❶する。また

なる。また、

貸倒損失及び支

債務者の債務超

れる場合にお

て損金の額に

ほどのものでは

た、倒産を防

ではない❶ため

たがって、貸

寄附金の額の意

寄附金の額は、

の他の資産又

利厚生費とされ

の価額又はその

たがって、5

寄附修正 

法人との間に完

の適用があるも

た場合には、

額に加算する。

日(金) 2

点すべき箇

の放棄5,000,

た、法人によ

、その場合は

支援損につい

超過の状態が

おいて、その

に算入できる

はなかった❶

防止するため

め、支援損と

貸倒損失及び

意義 

、寄附金、拠

又は経済的な

れるべきもの

の経済的な利

5,000,000円が

完全支配関係

ものを受け又

、次の金額を

。 

20:00 より

箇所、合格

000円は、下

る完全支配関

は寄附修正の規

いて 

が相当期間継続

の債務者に対

るとされてい

❶。 

めのもの等に

として損金算

び支援損に該

拠出金、見舞金

な利益の贈与

のを除く｡）❶

利益のその供

が寄附金の額

係がある子法

又は寄附金の

を利益積立金額

 

り解答速報

格ラインの

下記２及び３

関係がある他

規定も適用さ

続し、その金

して書面によ

る。Ｇ社は、

該当せず、そ

入は認められ

当しない❶。

金その他いず

又は無償の供

❶をした場合

与時の価額❶

額❶となる。

人の株式等に

全額損金不算

額及び寄附修

報会を LIV

の目安など

から、事業関

他の内国法人

される。 

金銭債権につ

より明らかに

資金繰りが

その売掛債権

れない。 

 

ずれの名義を

供与（広告宣

合のその金銭の

❶による。

 

について寄附

算入の適用が

修正事由が生

E 配信で

ど一挙公開

関連性が不明

に対する寄附

ついて弁済を受

にした債務免除

が一時悪化の状

権を債権放棄す

をもってするか

宣伝費、見本品

の額若しくは

附修正事由（子

があるものを支

生じた時の直前

無断

実施！！

開！！ 

明確なものと

附金として、

受けることが

除額について

状態であるが

することの経

かを問わず、

品費、交際費

は金銭以外の

子法人が受贈

支出したこと

前の子法人の

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

して、寄附金

全額損金不算

ができないと

ては、貸倒損

が、弁済でき

経済合理性が

内国法人が

費、接待費及

資産のその贈

贈益の益金不

とをいう。）❶

の株式等の帳

金に

算入

認 

損失 

な 

が明 

が金 

及び 

贈与

不算 

❶が

帳簿 

 



 

 

 

子

   

簿

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

子法人が受けた

したがって、

簿価額に加算❶

日(金) 2

点すべき箇

た受贈益の額

、5,000,000円

❶する。 

20:00 より

箇所、合格

額×持分割合

円を利益積立

 

り解答速報

格ラインの

－ 子法人が

立金額及び寄

報会を LIV

の目安など

が支出した寄

寄附修正事由が

E 配信で

ど一挙公開

寄附金の額×持

が生じた時の

無断

実施！！

開！！ 

持分割合❶ 

の直前の子法

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

人の株式等の

【合計50点

 

の帳

点】 



 

 

 

〔第二問

   問１

損金

5,000

納税

保）1

損金経

580,0

損金経

算留保

損金経

円★ 

損金

60,00

役員給

流出）

損金経

15,00

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

問〕 

⑴ 

税務上調整

（加算・減

留保・流

経理納税充

0,000 円☆ 

充当金支出事

1,220,000 円

経理附帯税等

000 円☆ 

経理法人税及

保）1,680,0

経理住民税（

経理過怠税

00 円★ 

給与の損金不

）18,000 円★

経理罰科金等

00 円★ 

日(金) 2

点すべき箇

整すべき金額

減算の別及び

流出の別） 

当金（加算留

事業税等（減

円★ 

等（加算社外

及び地方法人

00 円★ 

（加算留保）41

（加算社外流

不算入額（加算

★ 

等（加算社外

20:00 より

箇所、合格

留保）

減算留

外流出）

人税（加

10,000

流出）

算社外

外流出）

１．

２．

 

 

り解答速報

格ラインの

計

納税充当金

4,000,000－

損金経理附

180,000＋5

＋80,000＝

報会を LIV

の目安など

計 算

金支出事業税等

－（2,190,00

附帯税等 

50,000＋110,

＝580,000 円

E 配信で

ど一挙公開

過

等 

00＋590,000）

000＋120,00

無断

実施！！

開！！ 

程 

）＝1,220,0

00＋40,000 

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

000 円 



 

 

 

問１⑵ 

税務

（加

留

寄附金

社外流

機械装

繰入額

円★ 

機械装

戻入額

円★ 

受取配

（減算

円☆ 

法人税

社外流

Ｇ社株

入額

円★ 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

務上調整すべ

加算・減算の

留保・流出の

金の損金不算

流出）5,000,0

装置ｅ譲渡損

額（加算留保）

装置ｅ譲渡損

額（減算留保

配当等の益金不

算※社外流出

税額控除所得

流出）204,200

株式譲渡損益

（減算留保）

日(金) 2

点すべき箇

べき金額 
の別及び 
の別） 

算入額（加算

000 円☆ 

損益調整勘定

）2,400,000

損益調整勘定

保）360,000

不算入額

）1,000,000

得税額（加算

0円☆ 

益調整勘定戻

1,430,000

20:00 より

箇所、合格

１．譲渡損

2,400,0

２．土地Ｆ

  8,000

り解答速報

格ラインの

計

損益調整勘定

000×
９

５×12
★

Ｆ 

0,000円＜10,

∴ 譲渡

報会を LIV

の目安など

算

定戻入額 

★＝360,000円

000,000円

渡損益調整資

E 配信で

ど一挙公開

過 程

円 

 

資産に非該当

無断

実施！！

開！！ 

程 

のため調整不

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

不要 ★



 

 

 

問１⑵

 

【別表

Ｃ

機 械
譲 渡 損

Ｇ
譲 渡 損

8 月 20

得点

（続き） 

表五㈠ 利益

区  分 

社 株

械 装 置
損 益 調 整

社 株
損 益 調 整

 

 

 

日(金) 2

点すべき箇

益積立金額の

期

利益

式 

置 ｅ 
整 勘 定 

式 
整 勘 定 

20:00 より

箇所、合格

計算に関する

Ⅰ 利益積立

首 現 在

益積立金額

1,430,000円

り解答速報

格ラインの

 

 

る明細書】

立金額の計算

在

額

当

減

360,

円 ★ 1,430,

報会を LIV

の目安など

算に関する明

当 期 の

減 

 

000円 

000円 

 

 

 

E 配信で

ど一挙公開

明細書 

増 減 

増 

5,000,000

2,400,000

無断

実施！！

開！！ 

差引翌

利 益

0円 ★ 5,

0円 ★ 2,

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

翌期首現在

積 立 金 額

000,000円

040,000円

   0円

在

額



 

 

 

 問１⑶ 

税務

（加

留

Ｉ社貸

保）3,

Ｊ社個

額（加

Ｉ社個

額認容

円★ 

一括貸

容（減

一括貸

（加算

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

務上調整すべ

加算・減算の

留保・流出の

貸倒損失認定損

000,000 円★

個別貸倒引当

算留保）1,5

個別貸倒引当

容（減算留保）

貸倒引当金繰

減算留保）182

貸倒引当金繰

算留保）378,9

日(金) 2

点すべき箇

べき金額 
の別及び 
の別） 

損（減算留

★ 

金繰入超過

60,000 円★ 

金繰入超過

）1,500,000

繰入超過額認

2,000 円★ 

繰入超過額

900 円★ 

20:00 より

箇所、合格

１．Ｊ社個

⑴ 繰入

（2,4

⑵ 繰入

3,3

２．一括評

⑴ 期末

（97,

＋

－3

⑵ 貸倒

(350

(138

＝0

⑶ 実質

 ① 原

   7

  ② 簡

1

※

③ ①

⑷ 繰入

① 1

② (1

③ ①

り解答速報

格ラインの

計

個別評価金銭

入限度額 

400,000＋1,0

入超過額 

300,000－1,7

評価金銭債権

末一括評価金

000,000－3,

（26,000,000

3,000,000）＝

倒実績率 ★

,000＋960,0

8,300,000＋1

0.00825… →

質的に債権と

原則法 

7,000,000＋1

簡便法 

57,110,000×

※ 0.05229

①＜②  ∴

入限度額 

57,110,000×

57,110,000－

①＜②  ∴

報会を LIV

の目安など

算

銭債権 

080,000）×5

740,000＝1,5

権 

金銭債権 

000,000－2,

0－1,080,000

＝157,110,00

★ 

000＋810,000

147,800,000

→ 0.0083（小

とみられない金

1,500,000＝8

×※0.052＝8

→ 0.052★

∴ 8,000,000

×0.0083＝1,

－8,000,000)

∴ 1,491,100

E 配信で

ど一挙公開

過 程

50％★＝1,74

560,000円 

400,000）＋

0）＋（8,600

00円 ★ 

0＋1,500,000

＋152,600,0

小数点以下４位

金額  

8,500,000円

∴

,169,720円 

（小数点以下

0円 

304,013円 

)×
10

1,000
★＝

0円 

無断

実施！！

開！！ 

程 

40,000円 

＋35,000,000

0,000－10,0

0)×
12

36
 

000)÷3
 

位未満切上）

＞8,000,000

∴ 8,000,00

下３位未満切

＝1,491,100円

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

0 

000 

 

0円 

00円 ★

捨） 

円 



 

 

 

問１⑶

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

⑶（続き） 

日(金) 2

点すべき箇

20:00 より

箇所、合格

⑸

 

り解答速報

格ラインの

繰入超過額

1,870,000－

報会を LIV

の目安など

 

－1,491,100＝

E 配信で

ど一挙公開

＝378,900円 

無断

実施！！

開！！ 

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 



 

 

 

  問２⑴

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

8 月 20

得点

⑴ 

欠損金の

日(金) 2

点すべき箇

当期控除額 

☆ 10,021,

20:00 より

箇所、合格

500 円 １．

⑴

⑵

⑶

２．

⑴

⑵

⑶

３．

 

り解答速報

格ラインの

計

青色欠損金

⑴ 控除対象

1,250,00

⑵ 別表四差

 29,000,0

29,000,0

＋40,500

 ※ 600,

＝8,

⑶ ⑴＜⑵

解散 

⑴ 控除対象

19,981,0

⑵ 10,021,5

⑶ ⑴＞⑵

欠損金等の

1,250,000＋

 

報会を LIV

の目安など

計 算

金等 

象青色欠損金

00円 ★ 

差引計 

000－20,000,

000－8,500※

0＝10,021,50

000－500,00

500円 

 ∴ 1,250

象欠損金 

000－1,250,0

500－1,250,0

 ∴ 8,771

の当期控除額

＋8,771,500＝

E 配信で

ど一挙公開

過

000＋（30,5

）－500,000

00円 ★ 

00＋30,000－

0,000円 ★ 

000＝18,731,

000＝8,771,5

1,500円 

＝10,021,500

無断

実施！！

開！！ 

程 

500,000－

0＋30,000－4

－81,000－40

,000円 ★ 

500円  

0 円 

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

40,500

0,500



 

 

 

  問２⑵

損金

40,50

全部

渡損

5,200

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20

得点

⑵ 

税務上調整

（加算・減

留保・流

経理納税充

00 円☆ 

分配等によ

損失額（減算

0,000 円☆ 

みなし配

日(金) 2

点すべき箇

整すべき金額

減算の別及び

流出の別） 

当金（加算留

る移転資産等

算※社外流

配当の額 

☆ 1,528,

20:00 より

箇所、合格

留保）

等の譲

流出）

青色

⑴

⑵

 

⑶

 

500 円 

り解答速報

格ラインの

計

色欠損金 

⑴ 控除対象

1,020,00

⑵ 別表四差

（300,000－

－5,200,

※ 10,8

⑶ ⑴＞⑵

計

900,000＋3

＋10,800,0

報会を LIV

の目安など

計 算

象青色欠損金

00円 

差引計 

－100,000）－

000※＝△5,3

800,000－16,

 ∴ 0 ★

計 算

300,000－350

000－10,000,

E 配信で

ど一挙公開

過

－350,000－4

350,000 ★

000,000＝△

★ 

過

0,000－81,00

000★＝1,52

配点：★

☆

無断

実施！！

開！！ 

程 

40,500＋40,

★ 

△5,200,000 

程 

00－40,500 

28,500 円 

★１つにつき

☆１つにつき２

【合計50

 

 

 

 

 

 

 

断転写禁 

 

500 

１点 

２点 

0点】 

 



 

第一問 

本年の理

あるいは予

ろはありま

単には点を

 

第二問 

本年の計

とんどでし

のが難しい

ある程度の

いずれに

す。 

 

予想合格

以上より

報会でご説

 

第一問 

33～38点

 

次ページ

第

理論問題は、

予想ランクの

ませんでした

を取れないと

計算は問１と

した。問１は

い問題でした

の点は取れる

にしろ、問１

ボーダー

り、予想合格

説明いたしま

第二

点 32～3

ジに、次年

第71回 

本命からの

のＡランク及

た。ただ、国

と思われます

と問２とでは

は得点源とし

た。ただ、部

ると思われま

１では、失点

ライン 

格ラインは次

ます。 

二問 合

37点 65

 

年度に向け

税理士

の出題が大半

及びＢランク

国税庁の質疑

す。 

は、問１につ

したいところ

分点を拾え

ます。 

点を極力少な

次のとおりと

合 計 

5～75点

けた自己採

士試験

半でした。一

クから出題さ

疑応答事例か

ついては、標

ろです。一方

えるところも

なくし、問２

と考えられま

採点結果

法人税

一部を除き、

されており、

からの出題が

標準的で、難

方、問２につ

もあり、また

２で部分点を

ます。詳し

果・タイプ別

法 講評

、ネットス

、大半は解答

が２題あり、

難易度も問題

ついては、解

、条文に当て

を拾えたかが

くは、８月2

別コースガ

評 

クールでは

答するのが

、それにつ

題集レベル

解答の糸口

てはめて計

が合格への

20日20時か

ガイド掲載

、答練問題

難しいとこ

いては、簡

の問題がほ

を見つける

算すれば、

鍵となりま

らの解答速

載中！

 

速



 

 

 第 71 回

に向けた準

解消するた

ールの予想

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （注） 

ま

 

第 72 回

す。 

ネットス

ます。ご受

第 7

75 点

65～7

55～6

54 点

税理士試験

準備のスター

ため、フロー

想配点に基づ

配点によっ

ます。 

税理士試験

スクールでは

受講、お待ち

72 回税

点以上 

74 点 

64 点 

点以下 

験の受験お疲

ートです。第

ーチャート

づくものに

って、上記

験に向けた受

は、みなさ

ちしており

税理士

受

疲れ様でし

第 72 回税理

で確認して

なります。

記分析は異な

受験対策講

んの合格へ

ます。 

士試験

受験科目の
どうしても心

次の科目
進みたい

た。今年の

理士試験受験

てみて下さい

 

なります。本

座は、令和

へのサポー

受験に

のことが 
心配 

目に 
い 

の本試験も終

験に向けた

い。なお、

本試験の配

和３年８月 3

トを経験豊

に向け

No

Yes

No

Yes

終わり、第

科目選択や

下記に示す

点は、試験

30 日より、

富な講師陣

けたコ

Ａタイプ
今回の試
なり高いの
の準備に
向けてスタ

Ｂタイプ
最終的な
なければ
ことを考え
プに進み

Ｃタイプ
心配なとこ
スの申込
しょう。そ
むことも忘

Ｄタイプ
年内上級
受験した科
からＵＰさ
目のことも

Ｅタイプ
もう一度、
っかりと学
めします。
に力を身

72 回税理士

やコース選択

す点数は、ネ

験委員のみ知

各科目順次

陣を中心に行

ース案

プ 
試験の合格可
ので、早めに

に取りかかって
タートダッシュ

プ 
な結果は 12 月

なりませんが
えると、早く次
ましょう！ 

プ 
ころは、年内

込みで早めに解
の上で、次の

忘れずに。 

プ 
級コースの申

科目の実力
させよう。でも
も考えて。 

プ 
、標準コース
学習しなおす
。「急がば回れ
に付けましょ

士試験受験

択の悩みを

ネットスク

知るとなり

次開講しま

行っていき

案内 

可能性はか
に次の科目
て、来年に
ュ！ 

月まで待た
が、来年の
次のステッ

内上級コー
解決させま

の科目へ進

込で今年
を今のうち

も、次の科

で基礎をし
ことをお勧
れ」。着実

ょう。 

 


